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令和４年３月定例記者会見 

■日時：３月２日(水)  午後１時３０分 

■場所：宮古市役所４階特別会議室  

会見項目 

≪催事等≫ 

 １．家賃支援給付金事業                  

 ２．飲食業等事業継続給付金事業              

 ３．みやこ De Ku-Be 第５弾「U‐men 道場」発行        

 ４．無形民俗文化財「南部木挽唄」の市文化財指定       

 ５．令和３年度宮古市津波避難訓練             

 ６．宮古市東日本大震災追悼式                 

 ７．浄土ヶ浜鎮魂ライトアップ２０２２       

    舞・演奏・語り「祈りを未来へ」            

 ８．佐渡裕＆スーパーキッズ・オーケストラ２０２２    

   “こころのビタミン”プロジェクト in 宮古          

 ９．３館連携企画 春休み特別イベント      

   「見ゅーじあむパス＆スタンプラリー」          

 10．第２０回宮古毛ガニまつり中止            
            

会見内容 

 別紙資料１～１０のとおり。 

記者との質疑 

 ≪令和３年度宮古市津波避難訓練 について≫ 

 共同通信 

避難訓練において市民に意識してほしいことは。 

 

市長 

寒い時期の早朝ですので、防寒対策を意識していただきたいと思います。 

 

 共同通信 

昨年までと違う点は。 

 

市長 

昨年は、赤前小学校でのみ避難所開設訓練を行いましたが、今年度は避難行動のみと

し、市民が避難所に集まる訓練は行いません。 
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岩手朝日テレビ 

今月で東日本大震災１１年を迎えるが所感は。 

 

市長 

３月１１日は、災害のみならず、これからのまちづくりにしっかりと取り組む決意を

する日です。 

そして、東日本大震災で亡くなられた方の思いも引き継いで、このまちが未来に向か

って持続可能なまちになるように頑張っていくという日だと思っています。 

 

岩手朝日テレビ 

震災の記憶の風化、時の流れをどう考えるか。 

 

市長 

３月１１日は、忘れそうになっていたものを思い出す日です。昭和８年の三陸大津波

の後は、３月３日に避難訓練を行ってきており、津波が来た時にはどうしたら良いかを

ずっと考えてきています。 

東日本大震災後は、３月３日から３月１１日に日が変わり、その時を思い出しなが

ら、自分の命は自分で守るという気持ちを感じる時期だと思います。避難訓練と追悼式

は対であり、毎年やることで風化させないようにしたいと思います。 

 

岩手朝日テレビ 

国や県に求めていきたいことは。 

 

市長 

東日本大震災から１０年経った時点で、千島海溝・日本海溝沿い地震による津波の被

害想定が示されましたが、市町村だけではなかなか対応できません。 

津波想定を出すだけではなく、一緒に対応策を考えてほしいと思っています。 

過去の歴史から、何十年、何百年おきに大きな津波が来ることはわかっています。被

害を最小限にするためには、国・県の力が必要なので、一緒に考え、対応していって欲

しいと思います。 

 

IBC 

津波避難ビルでの訓練はどこで実施か。 

 

市長 

市内に５カ所の津波避難ビルがある中で、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

三陸北部森林管理署１か所を津波避難訓練対象の避難ビルとしています。 
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河北新報 

緊急避難場所は、何箇所ある中の１３０箇所か。 

 

市長 

指定の緊急避難場所は１３０箇所ですべてです。同様に高さが保てるところがあれ

ば、そこへの避難行動でも良いということにしています。 

 

河北新報 

緊急避難場所へは消防団や市職員は配置されるか。 

 

市長 

配置されません。 

 

河北新報 

参加人数は集計されるか。 

 

市長 

消防団が巡回した箇所は、集計を取ることにしています。 

 

河北新報 

昨年の参加人数と今年の目標人数は。 

 

市長 

昨年の参加人数は 1，319 名です。目標人数は設定しておりません。 

 

岩手日報 

どの会場を取材すべきか。 

 

市長 

赤前小では防災ヘリの離着陸があり、避難場所にもなっているので、避難される方も 

いると思います。 

 

めんこいテレビ 

赤前小での避難所開設はやらないか。 

 

市長 

避難所運営班がカギを開け閉めする訓練は実施しますが、避難者が建物に入るという



4 

訓練は行いません。 

 

河北新報 

宮古市として次の津波災害を防ぐためにどう対応していくか。また、市民にどう対応

してほしいか。 

 

市長 

数十年から数百年で大きな津波が来ることは歴史が物語っており、第一は人命が失わ

れないことです。行政も考えますが、一人一人自分の命を守る行動を考えてほしいと思

います。 

日本海溝・千島海溝沿い地震による津波に対する対応が、ハード整備では追いつかな

いとなれば、避難するしかないと考えています。 

どんな災害が起こっても一番は人命を失わないことであり、それを意識することが大

事だと思っています。 

 

≪東日本大震災追悼式 について≫ 

共同通信 

追悼式は今後も切れ目なく実施するか。 

 

市長 

自分が任期中はそうしたいと思っています。 

 

岩手日報 

出席者の人数は。 

 

市長 

出席者は５００人を見込んでいます。昨年は３５０人の出席です。 

５００人の内訳は、ご遺族４００人、そのほか来賓、市民の参列も見込んで５００人

としています。 
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資料３ 
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無形民俗文化財「南部木挽
な ん ぶ こ び き

唄
うた

」の市文化財指定について 

宮古市文化財保護条例では、市の区域内にある重要なものについて指定を行うことができることとされ

ている。このほど「南部木挽唄」を「宮古市指定無形文化財」として指定することについて、宮古市教育

委員会が議決したので報告する 

 

【指定物件】無形民俗文化財 南部木挽唄 

【指定年月日】令和４年２月１６日 

【指定理由】 

この唄は、木材の伐採や板挽きの仕事唄で、曲調は山野の野趣に富み品格をそなえた優れた唄である。 

歌詞には、当時の山村農民の心情や生活がにじみ出ており、当時を偲ぶことができる貴重な無形民俗

文化財である。 

北上山地川井村の山村生産用具コレクション（国指定重要有形文化財）と互いに補完し合い、地域の

特徴を表すものと言える。  

 

【発 祥】 

・ 木挽唄は、旧川井村の木挽職人や大工職人の間で、木材の伐採や板挽きなどの作業に合わせ、うた

われた仕事唄である。 

・ 発祥は、歌詞が七七七五調の近世詩形であること、藩政時代に諸職に唄が伝播し無数の仕事唄が発

祥したと云われていることから、江戸時代と推量される。 

 

【伝承普及】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

橋場六蔵 

1985 年の木挽唄 
川井村箱石 

現在の南部木挽唄 

二代目福田岩月 
昭和 20 年代整調 

大西信九郎 

1941 年の木挽唄 
盛岡 

 ・歌詞の旋律が同一 
・「ホンニ」が一致 

・装飾音「ハァー」 
・「ホンニ」➡「オヤサ」 
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・ 旧川井村箱石の木挽職人、橋場六蔵（明治 23 年生まれ）が、1985(昭和 60)年にうたった音源が現

存。 

・ 現在うたわれている「南部木挽唄」は、二代目福田岩月（福田重助、昭和２年盛岡市生れ、大工職

人）が昭和 20年代中頃に盛岡の木挽唄を整調した唄。 

この唄が岩月と岩月一門によって全国に普及し現在に至ったもので、「南部木挽唄全国大会」でも同

様の唄がうたわれている。 

・ 橋場六蔵の唄は、装飾音もなく素朴で、現在うたわれている南部木挽唄の原型と推量される。 

 

【北上山地川井村の山村生産用具コレクション等との連携】 

・ 山林が９割を占める川井地域では古くから木挽職人が活躍し（『新岩手の民謡』）、北上山地民俗資料

館で木挽鋸 51点を所蔵。 

・ 旧川井村で平成 11 年から南部木挽唄全国大会を開催。 

 

【保持団体】 

・ みちのく民謡会（宮古市黒森町）：平成 15年より活動、民謡の練習会をしている。 

・ 会主が箱石まち、会長が佐々木末治、現在会員は 11人。 

・ 定期的（週２回）に民謡教室を開催しこの唄（歌詞、曲調）を保持伝承している。 

また、南部木挽唄全国大会の運営に参加し普及に努めている。 

 

【民謡の県内市町村（無形民俗文化財）指定の状況】 

・ 平成 29年９月、南部牛追唄・南部牛方節が岩泉町無形民俗文化財に指定される。 

・ 令和３年３月、外山節が盛岡市無形民俗文化財に指定される。 

 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部木挽唄全国大会 2013 年９月  南部木挽唄全国大会 2014 年９月 

南部木挽唄全国大会 2019 年９月  北上山地民俗資料館展示室 
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宮古市東日本大震災追悼式 

 

■日時 令和４年３月１１日(金)午後２時３０分 ～ 午後３時１０分 

 

■会場 宮古市民文化会館大ホール 

 

■式次第・タイムスケジュール           

時  間 内     容 

１３：３０～ 

１４：３０～ 

 

 

 

１４：３３～ 

１４：３３～ 

１４：３８～ 

 

 

１４：４６～

１４：５０～ 

 

 

１５：１０～ 

１ 開場・受付 

２ 追悼式開始 

※式典概要説明 

※諸注意説明（警報発表時の注意、感染症対策の呼びかけ） 

 

３ 開  式    ※司会者アナウンス 

４ 式  辞    宮古市長 山本 正德 

５ 追悼のことば  宮古市議会議長 古舘 章秀 様 

 ※電報奉読 

６ 黙とう ※電報奉読 

７ 献  花（代表献花） 

   ※代表献花後、一般献花開始 

   ※参列者は献花後退場（解散） 

８ 追悼式終了 

  ※以後、１６時００分まで献花のため会場開放 

 

◎ 新型コロナウイルス感染症への対策について 

 ・式の規模を縮小する。 

 ・マスク着用の呼びかけ、会場出入口での検温の実施及び手指消毒液を設置する。 

・座席間隔を１席ずつ空け、座席数を半分程度（約５００席）とする。 

 ・参列者の連絡先及び座席を把握する。 

 ・発熱等体調不良がある場合は、参列を控えるよう依頼する。 

◎ その他 

・新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、開催内容を変更する場合がある。 

 

 

 

資料６ 

【問い合わせ】市総務課（℡.68－9061） 
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第２０回宮古毛ガニまつり中止について 

 

１ 中止内容 

催事  第２０回宮古毛ガニまつり 

日時  令和４年３月 13 日（日）午前９時から午後２時まで  

会場  宮古市魚市場特設会場 

主催  一般社団法人宮古観光文化交流協会（共催：宮古市） 

２ 中止理由 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止の判断に至ったもの。 

【参考：宮古毛ガニまつり来場者数推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 特記事項 

・３月 31 日（木）まで「宮古毛ガニ月間」が予定通り開催される。 

【毛ガニ月間】 

宮古観光文化交流協会が企画する、毛ガニの旬の時期に合わせた PR・販売強化月間 

（令和４年２月１日～３月 31 日まで）  

① 市内 17 店舗で 1,000 円以上の飲食・購入でクリアファイルをプレゼント 

② 毛ガニ付き宿泊パック 

市内宿泊施設４か所において、３月 12 日～13 日の宿泊パック利用者へ毛ガニ釣り体験 

及びお持ち帰り毛ガニ１杯を提供 

■対象施設：休暇村陸中宮古、浄土ヶ浜パークホテル、ホテル近江屋、宮古ホテル沢田

屋 

③ 県内出張販売 

２月 26 日（土）・27 日（日）に、奥州市「コープあてるい」にて実施予定 

④ ホームページや SNS 上で毛ガニ PR 強化実施 

 

開催年月 来場者数 

平成 28 年２月 21 日 17,000 人 

平成 29 年２月 26 日 18,000 人 

平成 30 年３月４日 19,500 人 

平成 31 年３月３日 25,000 人 

令和２年３月１日 イベント中止 

令和３年３月７日 イベント中止 

資料１０ 


